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は

じ
め

に

私

が
初

め

て
北

海

道
を

訪
れ

た

の
は
、
今

か
ら

八
年

前

の

こ
と

で
あ

っ
た
。

当

時
、

植
物

生
態

学
講
座

の
学

生

だ

っ
た

私

に
と

っ
て
、
北

海

道

は
"
自

然
が

い

っ
ぱ

い
"
の
憧

れ

の
地

で
あ

っ
た
。

わ
ず

か

一
〇

日
あ

ま
り

の
旅

だ

っ
た
が
、

そ
れ

以
来

私

は
す

っ
か
り

北
海

道

の
虜

に
な

っ
て
し

ま

っ
た
。

そ

の
後
、
調
査

の
た
め

に
本

州

と
北
海

道

の
往

来
を
繰

り
返

し
、

結
局

、
自
分

の
研

究

に
と

っ
て
最
良

の
地

で
あ

る
北
海

道

に

移

り
住
む

よ
う

に
な

っ
て
し

ま

っ
た
。

さ

て
、

こ
の
八
年
前

の
旅

行

の
際
、

た

っ
た

一
ケ
所

不
満

足

な
場
所

が
あ

っ
た
。

そ
れ

が
小

清
水
原

生

花
園

で
あ

っ
た
。

確

か
当
時

の

ロ
ー
ド

マ
ッ
プ

の
表
紙

が

エ
ゾ

ス
カ

シ

ユ
リ
、

ハ
マ
ナ

ス
の
咲
き

み

だ

れ
る
原

生
花
園

だ

っ
た
と
記

憶
す

る
。

か
な

り

の
思

い
入

れ

が
あ

っ
た
私

は
、

わ
ざ

わ
ざ

観
光

シ
ー
ズ

ソ
よ
り

早

め

の

原
生

花
園

の
花
期

を

選

ん

で
小

清
水

に

や

っ
て
き
た
。

し
か

し

そ

こ
に
あ

っ
た

の
は
花

で
は
な
く

雑
草

ば

か
り

で
、

こ

の

草
原

を
見

て
思

わ
ず

「
サ
ギ

だ
!
」

と
叫

ん
だ

の
は

お

そ
ら

く
私

一
人

で
は

な
か

っ
た
と
思

う
。

そ
ん
な
思

い
出
も
あ

り
、

昨
年

調
査

の
お
話

が

あ

っ
た
時

、
お

役

に
立

て
る
な

ら
と

二

つ
返

事

で
引

き
受

け

た

の
が
本

調
査

の
始

ま
り

で
あ

っ
た
。

東
北
海
道
の
海
岸
草
原
に
つ
い
て

北
海
道
沿
岸
の
砂
丘
に
は
、
カ
シ
ワ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
を
主
と

す
る
海
岸
林
の
成
立
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
を
欠
く
場

合
は
多
草
種
か
ら
な
る
草
原
群
落
が
発
達
し
、
独
特
な
景
観

を
形
成
す
る
。
日
本
に
は
典
型
的
な
草
原
の
成
立
す
る
例
が

少
な
い
が
、
こ
の
海
岸
草
原
は
気
象
と
土
壌
条
件
に
支
え
ら

れ
た
特
殊
な
例
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
海
岸
草
原
の
多
く
は
、
北
海
道
の
開
拓
と
と
も

に
、
家
畜
の
放
牧
地
と
し
て
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
家
畜
が
牧
草
の
種
子
を
、
排

出
物
を
通
じ
て
あ
る
い
は
体
に
つ
け
て
、
放
牧
地
に
運
び
込
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む

こ
と

に

よ

っ
て
牧
草

の
侵

入
が
起

こ

っ
た
。

し

か
し

な
が

ら
放
牧

が
行

わ
れ

て

い
た
間

は
、

採
食

に
よ

っ
て
牧
草

の
拡

大

が
抑

え
ら

れ
、

か

つ
不
嗜

好
植
物

や
ト
ゲ
植
物

が
選

択
的

に
残

っ
た
と
考

え
ら
れ

る
。

ま
た
蒸

気
機

関
車

の
火

の
粉

に

よ
る
火

災
が

頻
繁

に
起

こ
り
、

こ
の

こ
と
も
牧
草

の
拡

大

を

抑

え
る

要
因

に

な

っ
て

い
た
も

の
と
推
定

さ
れ

る
。

こ

の
様

に
家

畜

の
放
牧

は
、

一
方

で
外

来
牧

草

や
雑
草

の
侵

入
を
許

し
た
が
、

他

方

で
は
家

畜
が
選

択
的

に
採

食
し

な

い
植

物

の

増
殖

を
促

す
結

果

と

な

っ
た
。

小
清

水
原

生
花
園

の

ハ
マ
ナ

ス
、

エ
ゾ

ス
カ

シ

ユ
リ

の
大
群

落
、

尻

羽
岬

や

ア
ヤ
メ
原

の

ヒ
オ

ウ
ギ

ア
ヤ

メ
な
ど

は

そ

の
典
型

で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
が
近

年

、
海

岸
草

原

の
多

く

が
自
然

公
園

や
特
別

保
護

地

区

に
指

定

さ
れ

、

そ
れ
ま

で
牧
草

の
拡

大
を
抑

え
る

要

因

に
な

っ
て
い
た
放

牧
が

行
わ

れ
な

く
な

っ
た
。

そ

の
結

果

、

ナ
ガ

パ
グ

サ

や
チ

モ
シ
ー
な

ど

の
外

来
牧
草

の
著

し

い

侵

入
と

原
生

花
園

を
特

徴
付

け

る
植

物

の
衰
退

が
大

問
題

と
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な

っ
た

の
で
あ

る
。

小

清

水

原
生
花

園

に
お

け
る
火

入
れ

実
験

に

つ
い
て

小

清

水
原

生
花
園

は
網

走
国

定
公

園

の
利

用
拠
点

と

し

て

古

く

か

ら
親

し
ま
れ

て
い
る
が
、

文

化
財

の
指

定

と
そ
れ

に

と

も

な

う
放
牧

の
中

止

に
よ

っ
て
、
牧

草

の
侵

入

・
繁
茂
、

ハ
マ
ナ

ス
、

エ
ゾ

ス
カ

シ

ユ
リ
、

エ
ゾ

キ

ス
ゲ
な

ど
原
生
花

園

を
特

徴

づ

け
る
植
物

の
衰

退

が
顕
著

に
な

っ
た
。

こ

の
様

な
状

態

を
打

開

す
る

た
め

に
、
昭

和

五

八
年

か
ら

六
ケ
年
火

入

れ
が

毎
年

位
置

を
変

え

て
実
施

さ
れ

た
。

と

こ
ろ

が
過

去

の
火

入
れ

は
、

地
中
凍

結
時

期

の
四
月

中
旬

に
行

わ
れ

て
お

り
、

イ
ネ
科

牧
草

に
十

分
な

ダ

メ
ー

ジ
を
与

え

た
と

は
、

現

在

の
原

生
花

園

の
状
態

か
ら

は
考

え

に
く

か

っ
た
。
従
来

四

月
中

旬

に
火

入
れ

を
実
施

し

た

の
は
、

①

ハ
マ
ナ

ス
等

の
低

木

や
有

用

な
植
物

に
与

え
る

ダ

メ
ー

ジ
を
最

小
限

に
す

る
、

②

地

中

二
、

三
弛
ン
で
越
冬

す

る
カ

ラ

フ
ト

キ
リ

ギ
リ

ス
の
卵

へ
の
影
響

を

考
慮

し

て
の

こ
と

で
あ

っ
た
。

だ
が

地
中
凍

結

時

期

に
火

入
れ
を
行

っ
て
も
、

リ

タ
ー

(
落

葉
枝

)
は

不
完

全

燃

焼

で
あ

る

し
、

新
葉

が
展

開

し

て

い
な

い
牧
草

に
何

ら

か

の
ダ

メ
ー

ジ
を
与

え
て

い
る
と

は
考

え

に
く

か

っ
た
。

そ

こ

で
五
月

中
旬

に
実
験

的

に
火

入
れ

を
行

い
、

燃
焼

中

の
地

上

・
地
中

の
温

度
測
定

、

燃
料

量

の
測
定

、
火

入
れ

に
よ

る

植

生

の
変

化
、

ハ
マ
ナ

ス

へ
の
影

響
等

を

調
査

し
、

そ

の
効

果

を
検

討

す

る

こ
と

に
し

た
。

火

入
れ

は

一
九
九
〇

年

五
月

一
八

日

に
行

い
、

一
五

×

一

五
平
方
)
川
の
面
積

を
燃

や

し
た
。

燃
焼

時

の
地

上
お

よ
び
地

下
温

度

の
測
定
結

果
を

図

1

に
示

し

た
。
点

火
時

刻

は
九
時

一
四
分

で
、

実
験

方
形

区
内

が
燃

え

る

の
に
必

要
だ

っ
た
時

間

は
約

一
〇

分
足

ら
ず

で
あ

っ
た
。

し
か

も
温
度

測
定

ポ
イ

ソ
ト

で
温
度

上
昇

が
認

め
ら

れ
た

の
は

わ
ず

か

四
分

で
あ

っ

た
。

各
高

さ
別

の
最

高

温
度

は
、

地

上

一
〇

〇

袖
ソ
"
一
六

七

・
九

℃
、

三
〇

袖
ソ
"
二

五
四

・
二
℃

、

○

弛
ン
"
一
四

・

八
℃

、

マ
イ

ナ

ス

ニ
馳
.
"
九

・
五

℃
、

マ
イ

ナ

ス

五
弛
ソ
…

一
〇

・
五
℃

で
あ

っ
た
。

マ
イ

ナ

ス

ニ
矩
ン
、

マ
イ

ナ

ス
五

弛
ソ
で

は
逆

に
温
度

下

降

が

み

ら

れ

た

が

、

地
中

で
の
温

度

変
化

は

カ

ラ
フ
ト

キ
リ
ギ

リ

ス
の
卵

に
ダ

メ
ー
ジ
を
与

え

る

温

度

で
は
な

い
こ
と

が
明

ら

か
に
な

っ
た
。

一
方
、

火
入
れ

に
対

す

る
植
物

の
反
応

を
み

て
み

る
と
、

地
上

部
現
存

量

は
火

入
れ
区

で
増

加

し

て
お
り
、

火
入

れ
後

の
植
物

の
再
生
状

態

が
良
好

で
あ

る

こ
と

が
示
さ

れ
た
。

火

32Z

25②

2②巳

i5②

12②

温
度

5図

9.229.189.!6

2

9.14

時 刻

・Zcm一 一 一2cm一 一一 一5cm… ・3②cm一1臼2cm

火入れ地の温度変化図1

入
れ

区
と
対

照
区

の
地

上
部

現
存

量
を

比
較
し

て
み

る
と
、

火

入
れ

後

に
地
上

部
現
存

量

が
増

加
し

た
種
は

ハ
マ

ニ
ソ

ニ

ク
、

ヒ

ロ
ハ
ク

サ

フ
ジ
、

オ
オ

ヨ
モ
ギ
、

カ

ラ
フ
ト

ニ
ソ
ジ

ソ
、

エ
ゾ

ス
カ

シ
ユ
リ
、
減
少

し
た
種

は
ナ
ガ

パ
グ
サ

で
あ

っ

た
。

ま

た
、
今

回

の
実
験

で
は
火

入
れ
時
期

が
従
来

よ

り

一

ケ
月
以

上
遅

く
、
植

物
が

芽
を

出
し

て
い
る
状

態

で
ダ

メ
ー

ジ

を
与

え
た

た
め
、

火

入
れ
区

の
ナ
ガ

パ
グ

サ
、

ハ
マ

ニ
ソ

ニ
ク
は

そ

の
後

の
再

生

で
花
茎

を

つ
け
る

に
は
至
ら

ず
、
種

子
形

成

は
行
わ

れ
な

か

っ
た
。

ハ
マ
ナ

ス
に

つ
い
て
は
、
火

入
れ

で
地

上
部

は
す

べ

て
枯

死

し
た
が

、
行
き
残

っ
た
地
下

部

か
ら

い
ず

れ

の
個
体

も
、

火

入
れ
前

よ
り
多

く

の
新

条

を

出
し

て
お

り
、
株

を
若

返
ら

せ

る
効
果

も
あ
る

こ
と
が

明

ら

か

に
な

っ
た
。

今

回

の
実

験

か
ら
、

五
月

中
旬

の
火

入
れ
は
効
果

が

あ

る

と
判
断

さ
れ

た
。

た
だ

し
、

火

入
れ
時

の
地
上

・
地
中

の
温

度

変
化

に
は
、

高

さ
別

の
燃
料

量

と
、
燃
料

の
含

水
率

が
深

燃 焼 中の実 験 区 小 清水原 生花 園1ggo.5.18写2
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く
関

与

し

て

い
る

の

で
、
今

後

の
火

入
れ

に
お

い
て
は
地

ぎ

わ

の
燃
料

量

が

極
端

に
多

く
な

ら
な

い
、

燃
料

が
乾

燥

し
過

ぎ

て
い
な

い
な

ど

の
点

に
注
意

を
払

う
必

要
が

あ

る
。
小

清

水

原
生

花
園

の
保
全

を
考

え

る

に
あ

た
り
、

火

入
れ

に
よ

っ

て
最

大

限

の
効

果

を
得

る
た

め

に
は
、
さ

ら

に
条
件

を
変

え

て
実
験

を
続

け
デ

ー

タ
を
蓄
積

す

る
必
要

が
あ

る

と
考

え
ら

れ

た
。

ワ

ッ
力

原
生

花

園

の
雑
草

に

つ
い
て

ワ

ッ
カ
原

生
花

園
地

域
と

は
、

サ

ロ
マ
湖

と
外

海

と
を
隔

て
る

砂
州

の
う
ち

そ

の
南
半
分

を
占

め
る
海
岸

草

原

の
部
分

を
さ

す
。

こ

こ
は
昭
和

三
三
年

に
網

走

国
定

公
園

に
指

定

さ

れ
た
。

ワ

ッ
カ
地

区

は
道
内

の
数

あ

る
原
生

花
園

の
中

で
も

人
為

の
影

響

が
少

な

く
、
自

然
度

の
高

い
場

所

で
あ

る
。

こ

れ
は
、
常

呂

町
を

は
じ

め
関

係
機
関

の
熱

心
な
保
全

努
力

と
、

観
光

地

と
し

て
の
発
達

が

遅

く
観

光
客

の
入
り

込

み
数
が

他

の
地

域

に
比

較

し

て
少
な

か

っ
た

こ
と

に
起

因

す

る
。

し
か

し

な
が

ら
、

栄
浦

大

橋

の
完

成

と
他

地
域

の
原

生
花

園

の
植

生

の
衰
退

に
よ

り
、

今
後

は
入

り
込

み
数

の
大
幅

な
増
加

が

予
想

さ

れ
、

原

生
花

園

の
適

切

な
保
全

を
考

え
る
時

期

に
き

て
い
る

と
判

断

さ
れ

た
。

調

査

は
、

単

な

る
現
植

生

の
把
握

で
は

な
く
、

入
り

込
み

数

の
増

加

な
ど
過

度

の
利

用

や
無
秩
序

な

利
用

な
ど

が

も
た

ら
す

植

生

や
景

観

へ
の
影

響
調
査

と

、

そ
れ

に
対
す

る
有

効

な
対

応
策

を
考

え

る

こ
と

に
重

点
を

お

い
た
。

調
査

地

は
ビ

ジ

タ
ー

セ

ソ
タ
i
予
定

地

(現
在

す

で
に
完
成

)
付
近

か
ら
、

第

二
湖

口
の
先

約

五
〇

〇
耕

ま

で
の
道
路

に
沿

っ
た
幅

約

一

〇
)
川
、

延
長

約

五
㎞

の
地
域

で
あ

る
。

こ

こ

で
調
査

対

象
種

を

侵

入
牧
草

・
雑

草

に
絞
り

調
査

を
行

っ
た
。

そ

の
結

果
、

侵

入

・
繁
茂

の
著
し

い
種
は
、

オ

オ

ヨ
モ
ギ
、

ナ
ガ

パ
グ

サ

で
、

次

い
で
イ
ネ
科
牧

草

の

チ

モ

シ
ー

で
あ

る

こ
と

が
明

ら

か

に
な

っ
た
。

オ

オ

ヨ
モ
ギ

は

ワ

曽、
力
原

生

花

道路ぎわ1

㎜
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各草地における植被率に

対する各種牧草 ・雑草の

被度の百分率

図 オ オ ヨモギ

国 ナ ガバ グサ

閣 チ モ シー

囲 シ ロツ メ グサ
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コ ヌカグサ、
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ワッカ原生花 園 で の調査風 景 ・道 路際 で

牧 草の穂 がめ だつ1990.7.11

写3

園

に
従

来

か
ら
存
在

し

た
種

で
は
あ

る
が
、
特

に
道

路

ぎ

わ

で
極
端

に
多

い
こ
と

か
ら
、

人
為

の
影

響

で
増

加

し

て

い
る

と
考

え
ら
れ

た
。

ナ

ガ

パ
グ

サ
は

ワ

ッ
カ

に
限

ら
ず

各

地

の

原

生
花

園

で
最

も
問

題

に
な

っ
て

い
る
種

で
、

道
路

か

ら

の

距
離

に
関

係

な
く

ほ
と

ん
ど

の
調

査
方
形

区

で
生
育

が
確

認

さ
れ

た
。

今

回

の
調

査
対

象

区
域

は
道
路

か
ら

一
〇
)
川
幅

の

区
域

で
あ

っ
た
が
、

一
〇
)
川
よ
り

も
さ

ら
に
奥

に

ナ
ガ

パ
グ

サ
が

認

め
ら
れ

る
場

所
も

多

か

っ
た
。

こ
の

こ
と
は

人
為

の

影

響

が
高

ま

っ
た
り
、

従

来

の
植

生
構
成
種

の
衰

退

な
ど

が

起

き

れ
ば

、

ナ
ガ

パ
グ

サ

の
分

布
範

囲
が
拡

大

し
、
被

度

が

高

ま

る

こ
と
を

示
し

て
お

り
、

早
急

な
対
策

が

必
要

と
考

え

ら
れ

た
。

ま
た

エ
ゾ

オ

オ
バ

コ
、

オ
オ

バ

コ
の
出

現

す
る

調

査

ポ

イ

ン
ト

で
は
、
踏

み

つ
け

の
影

響
が
出

て
い
た
。

図

2

は
、

各
調

査
方

形

区

の
植
被
率

を

一
〇
〇

と

し
た
場

合

の
各
調
査
対
象
種

の
被

度
率
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
デ

ー

タ
を

と
ら

な
か

っ
た

地
点

と
調

査
方
形

区

の
植

被

率

の
デ

ー

タ

の
欠
損

部
分

を
除

く

と
、

五
層

位
置

の
四

六
番

以
外

す

べ

て
の

コ
ド

ラ
ー

ト

に
今

回
調
査

対
象

に
し

た
種

の

い
ず
れ

か

が
出
現

し

て

い
た
。

こ
の
図

は
道
路
ぎ

わ

に
雑
草

が

コ
ソ

ス

タ

ソ
ト

に
生

育

し

て

い
る

こ
と

を
示

し

て
お

り
、

道
路

か
ら

五
層

奥

の
地

点

に
も
雑

草

が
多

い

こ
と

を
示

し

て

い
る
。

野
付
半
島
の
現
状
に
つ
い
て

野
付
半
島
は
、
標
茶
町
南
部
か
ら
南
東
に
の
び
る
延
長
約

二
六
㎞
、
幅
四
㎞
の
わ
が
国
最
大
の
分
岐
砂
喀
で
あ
る
。
こ

こ
は
か
つ
て
大
部
分
を
森
林
が
お
お
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い

る
が
、
海
岸
の
沈
降
に
よ
り
森
林
の
枯
損
が
す
す
み
、
現
在

の
よ
う
な
枯
木
が
独
特
の
景
観

(ト
ド
ワ
ラ
、
ナ
ラ
ワ
ラ
)

を
創
り
出
す
に
至
っ
た
。
砂
嗜
の
汀
線
付
近
に
は
砂
原
の
植

生
、
砂
丘
列
上
に
は
い
わ
ゆ
る
原
生
花
園
と
呼
ば
れ
る
海
岸

草
原
、
砂
丘
列
間
の
低
地
に
は
湿
地
植
生
、
内
湾
に
か
け
て

は
塩
湿
地
植
生
が
発
達
し
、
狭
い
範
囲
に
多
く
の
群
落
が
分

ヒオ ウ ギ ア ヤ メ写4

布

し

て
い
る

の
が

特
徴

で
あ

る
。

本
調
査

で
問

題

に
な

っ
て
い
た

の
が
、
移

入
植
物

の
侵

入

や
裸

地
化

の
進

行

で
あ

っ
た

の
で
、
調
査

は
車
止

め
付
近

か

ら

ト
ド

ワ
ラ
ま

で
の
観
光

客
が
最

も
頻
繁

に
訪
れ

る
地
区

と

(
調
査

方
形

区

二
〇

ケ
所

)
、
対

照
区

と
し

て
そ

の
奥

の

一

本
松

入

口
付

近

か
ら

一
本
松

岬

ま
で

の
地

域

(
調
査

方
形

区

六

ケ
所

)

で
行

っ
た
。

こ
こ

の
海

岸
草

原
群

落

は
、
植
被
率

が

高
く
、

草
丈

七
〇

～

一
〇

〇
弾
1
剛
後

の
多

年
生

の
草
本
約

一
五
～

二
〇
種

で
構

成

さ
れ

て
お

り
、

相
観

的

に
は

エ
ゾ

フ
ウ

ロ
、

ク

サ
フ
ジ
、

エ
ゾ

ゼ

ン
テ
イ

カ
、

セ

ソ
ダ

イ

ハ
ギ
、

ハ
マ
ナ

ス
、

ノ

ハ
ナ

シ

ョ
ウ
ブ
な

ど

の
花

に
よ

っ
て
特
徴

づ
け

ら
れ

る
。

し

か
し

な
が
ら

ト
ド

ワ
ラ
地
区

で
は

ナ
ガ

パ
グ

サ
、

セ
イ

ヨ
ウ
タ

ソ

ポ
ポ
、

シ

ロ
ツ

メ
ク

サ
、

オ
オ
バ

コ
、

コ
ヌ
カ
グ

サ
、

チ

モ

シ
ー
、

オ
オ
ウ

シ
ノ
ケ
グ

サ
、

エ
ゾ

オ
オ
バ

コ
、

オ
ー

チ
ャ
ー

ド

グ

ラ

ス
、

ス
ズ

メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
な
ど

の
牧

草

・
雑
草

が

み

ら

れ
、
特

に
ナ
ガ

パ
グ

サ
、

コ
ヌ
カ
グ

サ
、

チ

モ

シ
ー
、

シ

ロ
ツ
メ
グ

サ
、

セ
イ

ヨ
ウ

タ

ン
ポ
ポ
な

ど

の
出
現

頻
度

が
高

く

な

っ
て

い
た
。

ま
た
、

オ

オ

ヨ
モ
ギ

は
海

岸
草
原

を
構

成

す

る
在
来
種

で
は

あ
る

が
、

ト
ド

ワ
ラ
地
区

で
は
異

常

に
そ

の
優
占

度

が
高

く

な

っ
て

い
た
。

ト
ド

ワ
ラ
地
区

の
各
調
査

方
形
区

の
優

占
種

を

比
較

す
る

と
、

オ

オ

ヨ

モ
ギ

四
ケ
所
、

ナ

ガ

パ
グ

サ
、

ナ

ワ

シ

ロ
イ

チ
ゴ
、

ハ
マ
ナ

ス
各

ニ
ケ
所
、

コ
ヌ
カ
グ

サ
、

オ
オ

ウ

シ
ノ
ケ
グ

サ
、

シ

ロ
ツ

メ
グ

サ
、

イ

ワ
ノ
ガ
リ

ヤ

ス
各

一
ケ
所

と

ほ
と

ん
ど

の
方
形

区

で
牧

草
、

雑

草

の
勢

力

が
強

い
こ
と

が
示
さ
れ

た
。

一
本
松

地
区

の
優

占
種

は
、

ハ
マ
ナ

ス
、

ノ

ハ
ナ

シ

ョ
ウ
ブ
、

エ
ゾ

フ
ウ

ロ
で
、

一
ケ
所

で
ナ
ガ

パ
グ

サ
が
優
占

す
る

ほ

か
は
健
全

な
海

岸
草

原

の
姿

を
維
持

し

て
い
た
。

し
か
し

な
が

ら

ナ
ガ

パ
グ

サ
、

チ

モ
シ
ー
、

セ
イ

ヨ
ウ
タ

ソ
ポ
ポ
、

コ
ヌ
カ
グ

サ
な
ど

の
出

現

頻
度

は

一
本

松

地
区

で
も
高

く
、

か

つ
て

こ
の
地
域

一
帯

で
放
牧

が
行

わ
れ

て
い
た
影
響

と
考

え
ら
れ

た
。
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お

わ

り

に

本

調
査

の
報

告
書

に
は

「
保
全

対

策

上

の
所

見
」

と

い
う

一
項
目

が
、
全

て
の
調
査

地
域

に

つ
い

て
設
け

ら
れ

て
い
る
。

残

念

な
が

ら
、

今
ま

で
私
達

が

こ
の
様

な
調
査

・
報
告

を
行

い
何

等

か

の
提

言

を
行

っ
て
も

、
実

際

の
保
全

に
活

か
さ

れ

な

い

の
が
現
状

で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
が

今

回
、

ワ

ッ
カ
原

生

花
園

で
勇

気

あ
る
決

断
を

行

っ
て
下

さ

っ
た
。

本
年
春

ワ

ッ

カ

の
ビ

ジ

タ
ー

セ

ソ
タ
ー
が

オ
ー
プ

ソ
す

る
と
同
時

に
、

一

般
車

両

の
乗

入
れ

を
禁

止
し
、

観
光

客

は
徒

歩

か
自

転
車

ま

た

は

シ

ャ
ト

ル
バ

ス
を
利

用

し

て
原
生

花
園

を
散
策

す

る
よ

う

に
し

た

の

で
あ
る
。
素

晴

ら
し

い
こ
と

だ
と
思

う
。

し

か

も

そ

の
結
果

、
逆

に
観
光

客

の
入
り

込

み
数

が
増

加
し
、

さ

ら

に

一
人
当

り

の
滞
在
時

間

も
長

く

な

っ
た
そ

う
だ
。

な

に

よ
り
も

常

呂
町

の
方

々
が
、

自
分

達

の
町

の
美

し

い
自

然

に

誇

り
を

持

っ
て
お
ら
れ

る

こ
と
が

、
今

回

の
勇
気

あ
る
決

断

に

つ
な
が

っ
た

と
思

う
と
、

こ
と
さ

ら

う
れ
し

い
。

一
方
、
野
付
半
島

で
は
ト
ド

ワ
ラ
付
近

の
景
観
が
悪
く
な

っ

た
と

い
う

理
由

で
、
許

可
無

し

で
自
家

用

車

の
立
ち

入
れ

な

か

っ
た
燈
台

付
近

ま

で
乗

用
車

の
乗

入
れ

を
許

可
す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

入

り
込

み
数

が
増

加
す

れ
ば

、
牧
草

・
雑

草

の

侵

入
増

加

が
避

け
ら

れ
な

い

こ
と
は

、
今

回

の
調
査

で
も

明

ら

か

で
あ

る
。

に
も

か
か

わ
ら
ず

安

易

な
方
向

に
事
態

が
流

れ
た

こ
と

は
、

ま

こ
と

に
残

念
無

念

で
あ
る
。

ト
ド

ワ
ラ
地

区

の
園

路

に
も

う
少

し
手

を

か
け
れ

ば
、

十
分

に
原
生

花
園

と
し

て
観

光
客

の

ニ
ー
ズ

に
答

え
ら

れ

る
は
ず

で
あ

る
。
観

光

客

は
私
達

が
考

え

て
い
る

ほ
ど
真

剣

に
観
光

地
を
見

て

い

る

わ
け

で
は

な

い
。

調
査
中

観
察

し

て

い
る

と
、
車

止

め
か

ら

ト
ド

ワ
ラ
ま

で
遠

い
と

い
う
理

由

で
引

き

返
す
観
光

客

も

割

に
多

か

っ
た
。
本

当

に
美

し

い
原

生

花
園

を
見

た

い
観

光

客

は
、
徒

歩

や

レ

ソ
タ
サ
イ

ク

ル

で
燈

台
付
近

ま

で
足
を

延

ば

し

て

い
た
。

観 光 客 の踏 み込 み で裸 地 化 した道路 わ き
(右側)。 雑草 が め だつ。 高い槻 とハマ ナ
スに よって 、侵 入が さまたげ られ雑 草 が

少 ない(左 側)。 トドワラ地 区1990.7.16

写6観 光 客 に よ る踏 み 込 み の跡 。 道 路 際 に は

オ ォ バ コ や シ ロ ツ メ ク サ が め だ つ 。 棚 の

強 化 が 必 要 ト ドワ ラ地 区1990.7.16

写5

東
北

海
道

の
海
岸

草

原

は
そ

の
多

く
が
、

放
牧

と

い
う
人

為

介

入

の
洗
礼

を
受

け

て
い
る
。

放
牧
が

な
さ
れ

な

く
な

っ

た
今
、

そ

の
置

き

土
産

で
各

地

の
原
生
花
園

は
衰

退

の

一
途

を
た

ど

っ
て

い
る
。

し

か

し
、

か

つ
て
は
家

畜

と
自

然
と
人

間
が
無
意
識

の
う
ち

に
バ

ラ
ソ
ス
を
と
り
原
生
花
園
を
管

理

・

保

全

し

て
い
た

の

で
あ

る
。

何

よ
り
も

地
元

の
方

々
に
自
分

達

の
郷

土

に
誇

り
を
持

っ
て

い
た
だ
き

た

い
。

そ
し

て
本
当

の
豊

か
さ

と
は
、

何

な

の
か
も

う

一
度
考

え

て

い
た
だ
き

た

い
。

も

し
原
生
花

園

が
単

な

る
観
光
資

源

で
は
な
く

、
自
分

の
庭

で
あ

る

な
ら
ば
、

荒

れ

る

の
を
放

置

で
き
な

い
は
ず

で

あ

る
。
私

に
と

っ
て
も

こ

の
調

査

は
、

"
憧
れ

の
地

北
海
道

"

の
現

状
を

考

え
る
発
端

に
な

っ
た
仕
事

で
あ

っ
た
。

ホ オ ノキ

30


